
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おねがい 

〈９月２６日の振替休業日について〉 

 小学校の振替休業日に伴い、朝からこどもセンターを開所します。利用される方はおかず入りお弁当の

持参をお願いします。詳しくは後日お知らせします。 

〈欠席時の連絡について〉 

クラブを欠席される際には必ず学校とクラブの両方に連絡をしてください。学校の連絡帳のみ

の記載では保護者の方に電話で確認を取らせていただきます。また、確認が取れない場合にはこ

どもの安全を考慮し、クラブへ連れて帰らせていただきます。ご了承ください。 

〈職員について〉 

 スバルクラブの井上が病気治療のため２週間程休みをいただきます。その間は職員が交代で入

ります。ご迷惑おかけしますがよろしくお願いします。 

 

やかた便り 
  あすなろこどもセンタークラブ情報紙 

令和４年 9月１日 第 5号 

９ 月 
予定 

9月 16日 やっちゃおうディ 

9月 21日 避難訓練 

 

 

「あっ！時間だ」 

「バラ色めがねを持って」 

 

 小学校や中学校の新学期が始まり、こどもたちの日常がまた始まっています。とはいえ、コロナと共に暮らす

生活は、私たちの価値観を大きく変えています。マスクを外せないことで生まれる不自由にも、慣れていかなく

てはいけない。学校では、給食の間しゃべることもできない。以前とは大きく変わった生活を、私たちは受け入

れながら生活していかなくてはなりません。 

 この夏、私は小学校時代の同級生に会いました。何十年ぶりでしょうか。多くの友達は仕事を引退しています

が、その友達は現役バリバリで仕事をしています。自分で会社を持っているので、定年はないと話していました

が、その生き方に考えさせられることがあったので、少しご紹介しましょう。 

 彼はふだん平日は自分の仕事をしています。週末は休みなので、普通は休みにいろいろと遊ぶことを考えま

す。ところが彼は、脳トレをかねて、毎年一つの資格を取ることに決めているそうです。それを決めたのがまだ

若かりし頃です。こんな資格を取ったよと、紹介してくれました。なんと、名刺に入りきらないくらいたくさん

の資格を取っています。中には難関と言われる資格もあり、どこにそんな時間があったのかたずねました。 

 すると彼は、週末はいろいろな問題を解くのが楽しくてたまらない、と答えたのです。難しければ難しいほ

ど、燃えて楽しくなると言います。休みにどこも行けないとか、不平不満は全くありません。勉強の時間を楽し

み、資格試験を受けることを楽しみ、人生を楽しみながら自分の仕事も大事にして生涯働くつもりだ、という友

達の言葉に、心の中で「えらい！」と喝采を贈りました。 

 もともと学校時代の勉強は好きではなかったと言います。ところが、就職して初めての会社で、「君はなんに

もできないね」と言われてから考えたそうです。普通は「なんて失礼なことを言うんだ」とか、「そんなことを

言う会社は辞めてやる」と思いますが、彼は「自分はそんなにできないのか、じゃあ何か仕事に役立つ資格を一

つでも取るか。」と思ったそうです。 

 相手の言葉にどう反応するかは、それぞれの人の自由です。その自由さがおもしろいところであり、またその

選択によっては危ないところでもあります。しかし、一つの言葉やでき事を、自分を高める方向に使えば、何十

年か先、大きな喜びが待っているのだということを、彼は身をもって教えてくれました。 

 生き方で、人に気づきを与えたり、喜びを与えたりする人になれたら、その人生はとても充実して楽しいだろ

うと思います。今、こどもたちや保護者の方、職場の仲間たち、多くの人の人生が、これから喜び多い人生であ

るために、私なりの関わり方で支えていきたいと思っています。時につらいことがあったとき、思い通りになら

なくて下を向いたとき、自分の何十年後かの人生を、ちょっと考えてみてはどうでしょうか。そのとき、自分そ

して周りも喜んでくれるためにどうしたらいいだろうか、そう思うと自分の選択に自信が持てるかもしれませ

ん。 

  いつも皆さん一人一人の幸せを祈りつつ、今日も小さな一歩を踏み出すため、職場に向かう私でした。靴を履

こうとした私の視線に入ったのは、ちょっと出てきた下腹でした。先にこれを何とかしよう！ 

 

所長 杉 井 康 志 

 

自分たちでその日のスケジュールを見て活

動するように話をしています。8 月の初めま

では職員が「時計を見て動いてみよう」と声

をかけることが多かったのですが、8 月の中

頃になると朝の会や食事の用意も自分たちで

考えて用意ができるようになりました。「時

間見て」とこどもたち同士で声を掛け合うよ

うにもなり、成長を感じています。 

食後の台ふ

きも自分たちで

しているよ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 各クラブお店を作って他のクラブの友だちを招待しておもて

なしをしました。各クラブこどもたちで話し合い、長い時間を

かけて準備をした成果が出ていて、店にやってきたこどもたち

もうれしそうにもらった景品を眺めていました。アンドロメダ

とオリオンは準備は整っていたのですが、延期となってしまい

ました。こどもたちも楽しみにしていたので残念そうでした。

また実施したら様子をお伝えします。 

 

 お店屋の商品の一つとしてスライムを作

りました。材料を自分で図り、手順通りに

混ぜると完成です。好きな色を付けるとよ

り鮮やかになり、「次は違う色にしよう」

と何個も作り、一番のお気に入りを持って

帰りました。 

 

 インディアカという赤い羽根のついた 

ボールを打ち合う競技をアレンジして遊びました。 

やっていくうちに、どうやったらポイントがとれ 

るか工夫する姿も見られました。決まると思わず 

ガッツポーズのこどもたちでした。 

    

 そらのやかた庭で育てている夏野菜

を収穫しました。水やり当番を決め、

夏休みの間、成長をみんなで見守りま

した。収穫した野菜は調理して全クラ

ブで食べて楽しみました。 

 氷をつくってみようという話になり、

牛乳パックと風船に水を入れた結果、見

事にきれいな氷ができました。足湯なら

ぬ、足氷水をしました。風船の氷を使っ

て氷上サッカーも楽しみました。夏休み

の最後の思い出になったかな？ 

 


